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労働委員会制度

　要求書の受け取りを拒否する。団体交渉に応じない。これらの行為は法律違反である「不当労働行為」です。そう
いった時に間に入ってもらう第三者機関として「労働委員会」があります。「労働委員会」は労働組合法に基づき設
置された公的機関です。国の機関としての中央労働委員会と都道府県の機関としての都道府県労働委員会がありま
す。労働委員会は、労働者が団結することを擁護し、労働関係の公正な調整をはかることを目的としています。

今月のキーワード今月のキーワード

最低賃金法

　賃金を決めている法律は最低賃金法だけです。最低賃金法第９条第２項には、「労働者の生計費および賃金ならび
に通常の事業の賃金支払い能力を考慮して定めなければならない」とあり、最低賃金額をきめる三要素があげられて
います。この中で、最も重視されるのが、労働者の生計費です。つづく第３項に「労働者の生計費を考慮するに当た
っては、労働者が健康で文化的な最低限度の生活を営むことができるよう」との説明が加えられています。

公開シンポ「公立保育施設の活用を考える」公開シンポ「公立保育施設の活用を考える」
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記
者
会
見
で
調
査
結
果
を
報
告
（
２
月
４
日
）

大阪市当局から誓約書を手交されました
（大阪市労組・井脇委員長、左）
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２
月
４
日
、
大
阪
春
闘
共
闘
・
大
阪
労
連

は
、「
大
阪
府
必
要
生
計
費
試
算
調
査
の
結

果
」
に
つ
い
て
公
表
し
ま
し
た
。

　

試
算
調
査
で
は
、
大
阪
市
内
で
若
者
が
ふ

つ
う
に
一
人
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に
は
、
男

性
で
月
額
24
万
４
９
５
１
円
、
女
性
で
月
額

24
万
２
１
１
０
円
が
必
要
で
あ
る
と
示
さ
れ

ま
し
た
。
年
額
で
は
約
３
０
０
万
円
と
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
調
査
を
行
っ
た
都
道
府
県
と

比
べ
て
も
大
き
な
差
は
な
く
、
最
低
賃
金
は

全
国
一
律
で
１
５
０
０
円
以
上
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
改
め
て
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
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一
方
で
、
現
在
の
大
阪
の
最
低
賃
金
は
９

９
２
円
で
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
た
と
し
て

も
月
額
16
万
円
程
度
で
す
。
年
収
は
２
０
０

万
円
に
も
届
か
ず
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の

状
況
で
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
科
学
的
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
、
必
要
生
計
費
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
大
阪
労
連
が
取
り
組
み
、
傘
下
の
労
働
組

合
員
の
協
力
に
よ
り
貴
重
な
デ
ー
タ
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

回
答
の
あ
っ
た
中
か
ら
、大
阪
に
住
ん
で
、

働
い
て
い
る
一
人
暮
ら
し
の
若
者
６
３
４
人

分
の
デ
ー
タ
を
抽
出
し
た
結
果
、「
大
阪
で
一

人
暮
ら
し
す
る
に
は
、
月
額
24
万
４
９
５
１

円
が
必
要
」で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

大
阪
市
が
「
団
交
拒
否
は
不

当
労
働
行
為
」
と
認
定
し
た
労

働
委
員
会
命
令
の
取
り
消
し
を

求
め
た
裁
判
は
、
控
訴
審
判
決

（
２
月
４
日
大
阪
高
裁
）
で
も

市
の
主
張
を
退
け
控
訴
を
棄

却
。
市
が
上
告
を
断
念
し
、
命

令
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

２
月
25
日
、
大
阪
市
は
松
井

市
長
名
の
誓
約
書
を
大
阪
市
労

組
に
手
交
し
ま
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館
に

は
、
大
阪
市
労
組
の
た
た
か
い

を
支
援
し
て
き
た
市
労
組
Ｏ
Ｂ

を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
が

駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

松
井
市
長
の
代
理
と
し
て
、

岩
田
仁
総
務
課
長
が
誓
約
文
を

読
み
上
げ
、
市
労
組
の
井
脇
委

員
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
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井
脇
委
員
長
は
「
本
来
な

ら
、
松
井
市
長
が
来
て
謝
罪
し

誓
約
す
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
た

上
で
、「（
団
交
拒
否
は
不
当
労

働
行
為
で
あ
る
）
当
た
り
前
の

こ
と
を
認
め
る
の
に
何
年
か
か

っ
た
の
か
。
地
裁
判
決
を
高
裁

に
控
訴
し
た
時
に
も
、
市
民
の

税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
大
変
な
時
、
市
民
の
た

め
に
使
う
べ
き
だ
」
と
何
度
も

当
局
に
言
い
続
け
て
き
た
こ
と

を
強
調
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
今
後
も
市
民
と
職

員
の
声
を
届
け
、
大
阪
市
を
良

く
す
る
た
め
に
力
を
合
わ
せ
た

い
」と
し
、「
そ
の
た
め
、今
す
ぐ

正
常
な
労
使
関
係
を
つ
く
る
。

こ
の
誓
約
書
手
交
は
初
め
の
一

歩
」
と
毅
然
と
述
べ
ま
し
た
。

　

大
阪
自
治
労
連
・
大
阪
保
育

連
・
保
育
研
究
所
は
２
月
27

日
、「
私
た
ち
が
考
え
る
公
立

保
育
施
設
の
役
割
と
活
用
」
提

言
案
（
中
間
報
告
）
や
、「
民

間
保
育
園
か
ら
期
待
す
る
公
立

保
育
施
設
の
役
割
」
な
ど
に
つ

い
て
報
告
し
、
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
シ
ン
ポ
に
は
保
育
士

や
保
護
者
、
研
究
者
な
ど
１
０

０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

提
言
案
で
は
、
公
立
保
育
施

設
の
現
状
の
ほ
か
、
子
ど
も
と

保
護
者
を
取
り
巻
く
現
状
や
公

立
・
民
間
が
協
力
し
て
地
域
の

子
育
て
を
守
る
た
め
に
何
が
必

要
か
、
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め

て
い
ま
す
。
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な
く
基
準
を
引
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上
げ
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豊
か
な
保
育
の
実
現
を

豊
か
な
保
育
の
実
現
を

　

参
加
者
か
ら
は
「
公
立
保
育

施
設
の
役
割
と
必
要
な
条
件
整

備
が
進
む
と
、
ど
ん
な
に
豊
か

な
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
な
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若者がふつうに一人で暮らすには若者がふつうに一人で暮らすには

食費 43,727円

交通・通信費
　13,469円

その他
21,011円

教養娯楽費
25,553円

予備費 17,300円

家具・家事用品
3,780円

保健医療　4,107円

被服・履物
8,756円

住居費
48,000円

水道・
光熱費
5,091円

税社会保険料
54,157円

必要生計費試算調査必要生計費試算調査
　生活のパターンを調べる「生活実態調
査」と、持ち物をどれくらい所有している
かを調べる「持ち物財調査」を行い、その
結果をもとに、ふつうの暮らしに必要な費
用を一つひとつ丁寧に積み上げる「マーケ
ット・バスケット方式」により算定。
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今
後
、不
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は

「
今
後
、不
当
労
働
行
為
は

繰
り
返
さ
な
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」と
誓
約

繰
り
返
さ
な
い
」と
誓
約
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歩
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歩

大阪市長名の誓約書を大阪市長名の誓約書を
大阪市労組に手交大阪市労組に手交

生計費調査結果

保育部会の國乘部会長（右から２人目）と牧野谷事務局長
（右端）が提言案を報告しました　　　　　　　　　　　

地
域
の
子
育
て
を
守
る
た
め
に

地
域
の
子
育
て
を
守
る
た
め
に

何
が
必
要
か
の
提
言
案
を
報
告

何
が
必
要
か
の
提
言
案
を
報
告

る
の
か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。
保

育
士
や
研
究
者
な
ど
、
い
ろ
ん

な
立
場
の
人
が
発
言
さ
れ
と
て

も
よ
か
っ
た
」「
公
立
施
設
が

核
と
な
り
、
民
間
の
保
育
施
設

と
連
携
し
て
い
く
必
要
性
を
感

じ
た
。
公
立
保
育
所
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
強
く
思
う
。
子

ど
も
が
減
っ
て
統
廃
合
で
は
な

く
、
最
低
基
準
を
引
き
上
げ
改

善
す
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
運

動
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。


